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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　　19年　　7月　　6日　（金）

　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　松沢　厚子　　　　　　　記録者　　田村　広恵　　　　　
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· オムツについて、業者や家族からオムツが届いたら名前を書いて保管してください。

＜患者様連絡事項＞

斉藤　数子様･･･持参薬、7/8から同内容にて3日分継続処方あり、以後定期処方となります。

古川　徳一様･･･ジギタリス血中濃度検査の結果異常ありませんでした。

強心剤が本日より内服再開となり来週より定期処方となります。

橋本　万　様･･･昨日、咽頭痛、咳嗽訴えあり微熱みられています。風邪薬・抗菌剤　3×1　/4日分　昼からの処方となっています。食事の前は手を拭いて頂き感染対策を行なっていきましょう。尿路感染の疑いもある為、排泄状況の観察も続けて行ない水分補給を促していきましょう。

鈴木　サダ様･･･本日、甥様来棟し、今後について主治医と面談しています。御本人は青風荘入所を希望。御家族としては、以前、グループホームへ入所していた際、借金をつくったことを気にされており、又、今の本人の生活状況を考えると、退院して施設で生活するのは難しいのではないかと懸念されている様子です。主治医より、今の状態であれば青風荘での生活は可能であること、今の精神状態であれば突発的に借金をつくるなどの行動は考えられない事説明しています。本日、青風荘を見学して頂き、再度、検討していくことになりました。

＜SST評価・検討＞

ABユニット～一ヶ月の目標の評価検討

· Aユニット･･･各自で自分の目標を覚えておらず、こちらから提示する事で思い出　　　　　

している。発言にも自発性はなく、こちらからの促しを要している。また、座席にばらつきがあるためマンツーマンになりがちで場を盛り上げる事が難しい。

⇒実施場所をエレベーター前ホールで行ない、参加者がまとまって行えるようにする。毎回、ＳＳＴの確認と同様に目標の確認を行っていく。

· Bユニット･･･自ら発言されており、一人一人の発言が終了すると拍手をしている。　　　　

発言の際言葉につまると「頑張れ」と励まし、終始穏やかな雰囲気で進めることができた。

CDユニット～半年の振り返り

　　　　　　　　終始穏やかな雰囲気で半年を振り返っていた。また、７月からの生活についても話題となっている。

今週のＳＳＴ…ＡＢ　日常生活で困っていること、患者様の希望を取り入れながらすすめていく。

　　　　　　　ＣＤ　依頼することの練習、自分の調子について話せるようになる







